
令和５年６月１４日１４時００分 

近畿地方整備局 

福井河川国道事務所 

 

「第６回 中部縦貫自動車道事業費等監理会議」を開催しました。  
  

大野油坂道路事業の事業費等を適正に監理することを目的に、近畿地方整備局、福井 

県が相互に連携・協力し、事業進捗状況、今後の見通し及び事業費等について情報共有 

を図るため、「第６回中部縦貫自動車道事業費等監理会議」を開催しました。 

 
 （※同会議は、同日同時間に行った、直轄事業に関する福井県知事と近畿地方整備局長

との面談の中で開催） 

 

１．日時： 令和５年６月１４日（水） １０：００～１０：３０ 

２．場所： 福井県庁 ７階特別会議室 

３．議題： 大野油坂道路事業、冠山峠道路事業の進捗状況 等 

４．出席者：【福井県】杉本知事、土木部長、土木部理事、道路建設課長、高規格道路課長 

      【近畿地方整備局】近畿地方整備局長、道路部長、福井河川国道事務所長 

５．議事概要：別紙の通り 

６．会議資料：別紙の通り 

 

 
 ＜取扱い＞   
 
 

 ＜配布場所＞ 福井県政記者クラブ  

 
 

＜問合せ先＞  国土交通省  近畿地方整備局  福井河川国道事務所 

副所長   沼
ぬま

 勝
かつ

雄
お

（内線 205） 

電話：０７７６－３５－２６６１（代表） 
 

 

おお の  あぶらさか 

ちゅう  ぶ   じゅう か ん 



 

第６回 中部縦貫自動車道事業費等監理会議 議事概要 

 

１．開催日時：令和５年６月 14 日（水）10:00～10:30 

 

２．開催場所：福井県庁 ７階特別会議室 

 

３．出 席 者：福井県 知事         杉本 達治 

土木部長       髙橋 伸輔 

土木部理事      田中 秀樹 

道路建設課長     砂村 秀成 

高規格道路課長    貴田 勝太郎 

近畿地方整備局 

    局長         渡辺 学 

道路部長       水野 宏治 

福井河川国道事務所長 橋本 亮 

 

４．議  事： 

○大野油坂道路事業の進捗状況等について確認した。 

（事業進捗について） 

・大野油坂道路について、勝原～九頭竜間の令和５年秋、九頭竜～油坂間の令和８年春の開通

に向け、工事が進捗している。 

・令和４年８月の大雨で法面にひび割れが発生した新子馬巣谷橋下部工事において、今後対策

工事を実施。引き続き、自然災害等のリスクに留意しながら工事を推進していく。 

・冠山峠道路について、令和５年内の開通に向け、工事が進捗している。 

・工事進入路が限定されるという工事課題があり、工事進捗状況を引き続きモニタリングして

いく。 

（事業費監理について） 

・大野油坂道路（九頭竜～油坂）について、資機材費や労務費の上昇や、トンネル施工中の変

状・変位や橋梁基礎掘削における硬岩出現に対応した工法変更により、令和元年の再評価時

の想定と比較して、事業費が約 390 億円（約 35％）増額する。 

・想定と異なる事象が確認された場合はその都度ＷＧ等を通じて速やかに情報共有を行うなど、

国と福井県が連携して、事業費等の監理を徹底する。コスト縮減に向けて、国と福井県が連

携して取り組んでいく。 

○福井県から以下の要請があった。 

・今後、国からの報告内容の妥当性について、県としても確認させていただく。 

・県と連携しながら、事業費等の監理を徹底していただきたい。 

・国土強靱化予算の活用等により、地方財政負担を軽減していただきたい。 

・本年秋の大野油坂道路（勝原～九頭竜間）について、早めに開通日を明らかにしていただき

たい。 

・冠山峠道路の年内全線開通、令和８年春の大野油坂道路（九頭竜～油坂間）開通について、

工事の安全確保を前提に、一日も早く実現していただきたい。         

 以 上 



 

 

 

第６回 中部縦貫自動車道事業費等監理会議 

次  第 
 

日 時： 令和５年６月１４日(水)10:00～10:30 

会 場： 福井県庁 ７階特別会議室 

 

 

 

Ⅰ． 開   会 

 

 

Ⅱ． 議   題 

 

１． 事業進捗状況等 

 

 

Ⅲ． 閉   会 

 

 



 

第６回 中部縦貫自動車道事業費等監理会議  

出席者名簿 

                                    

〔敬称略〕 

福井県 

知事 杉本 達治 

土木部長 髙橋 伸輔 

土木部理事 田中 秀樹 

道路建設課長 砂村 秀成 

高規格道路課長 貴田 勝太郎 

近畿地方整備局  

局長 渡辺 学 

道路部長 水野 宏治 

福井河川国道事務所長 橋本 亮 
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勝原ICの状況です。

令和5年5月末 大野油坂道路（勝原・九頭竜区間）
おおの あぶらさか かどはら

大野油坂道路
（荒島・九頭竜区間）

位置図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

事業中

凡　例

大野油坂道路（荒島・九頭竜区間） L=14.0km

下山トンネル
下山IC

九頭竜IC

勝原IC

荒島IC

至

福
井
市

至

郡
上
市

九頭竜ICの状況です。

下山ICの状況です。 舗装工事を行っています。

Ｂ

至
福
井
市

ＤＡ

至

郡
上
市

Ｃ

かどはら

Ａ 勝原地区
しもやま

Ｂ 下山地区
くずりゅう

Ｃ 九頭竜トンネル

かいざら

Ｄ 貝皿地区令和5年秋開通予定 L=9.5km令和5年3月19日開通
L=4.5km

くずりゅう

3
R5.5末現在 R5.5末現在 R5.5末現在

R5.5末現在

R5.5末現在



大野油坂道路
（九頭竜・油坂区間）

令和５年5月末 大野油坂道路（九頭竜・油坂区間）
おおの あぶらさか くずりゅう

至

福
井
市

至

郡
上
市

位置図

新子馬巣谷橋の下部工事の実施状況

はこがせ

Ｂ 箱ケ瀬地区

あぶらさか

R4.12.14
貫通

R4.11.4
貫通

大野油坂道路（九頭竜・油坂区間）工事状況

橋梁基礎の掘削を行ったところ硬岩が
確認されため掘削工法を発破掘削に見
直した。

令和４年８月の大雨の影響により、法面にひ

び割れ等が確認されたため、学識経験者に

よる現地診断を行い、必要な対策等を検討。

令和５年６月から対策工事を実施。 学識経験者による現地診断

Ａ 大谷地区
おおたに

再掘削

・再掘削を実施

発破掘削を実施

法面ひび割れ
発生箇所

・補助工法（トンネル床面覆工用支保工）を追加

変位した断面

掘削が完了している箇所で変位が大きな箇所で
補助工法の追加・再掘削を実施。

大谷トンネルの掘削状況

（※新長野TN、新下半原TN、上半原TN、東市布TNでも実施）

油坂
出入口（仮称）

九頭竜IC

大野油坂道路（九頭竜・油坂区間） L=15.5km

令和8年春開通予定

至

福
井
市

至

郡
上
市

橋梁下部工進捗状況
(R5.5末現在)

トンネル進捗状況
(R5.5末現在)

Ａ

Ｂ

進捗率：約80%
（2,042m/2,550m）
平均 52m/月

進捗率：約57%
（1,625m/2,853m）
平均 45m/月

進捗率：約65%
（756m/1,163m）
平均 50m/月

油坂出入口
九頭竜IC

完成 30基

施工中 16基

未着手 19基

合計 65基

貫通済 2本

施工中 3本

未着手 1本

合計 6本

（※新長野TNでも実施）

今後、同程度規模橋梁（新
林谷橋）の橋梁下部掘削に
着手予定

橋梁
下部
工事

橋梁
下部
工事

橋梁
下部
工事

整備工事 橋梁
上部
工事

改良工事

Ｂ
橋梁上部
工事

橋梁
下部
工事

橋梁
上部
工事

橋梁
上部
工事

：R5着手予定

4

トンネル床面覆工

支保工（ストラット）
※トンネルの変状や沈下を抑制

R5.5末現在

R5.5末現在

橋梁
下部
工事

改良
工事

（インバート）

R5.5末現在



【主な工事課題】大野油坂道路（九頭竜～油坂区間） 新子馬巣谷橋
し ん し ば す だ に ば し

○ 新子馬巣谷橋P1橋脚の施工中、令和４年８月の豪雨災害により、A1橋台の基礎を支える法面にひび割れが発生。
○ 更なる土塊のすべりが懸念されたため直下のP1橋脚の施工を中断し、学識経験者による現地診断を行ったうえで、
追加法面対策（グラウンドアンカー）工の実施を決定。今後、グラウンドアンカー工を施工次第、P1橋脚施工を再開予定。

○ 引き続き、自然災害等のリスクに留意しつつ、工事を推進。

上半原トンネル
（仮称）

九頭竜ＩＣ

至

郡
上
市

大野油坂道路（九頭竜・油坂区間） L=15.5km

新子馬巣谷橋
し ん し ば す た に ば し

■位置図

■完成イメージ

5

A1 P1 P2 A2

ひび割れ箇所

■Ｒ４．８の豪雨災害により発生したひび割れ

ひび割れの状況

ひび割れ発生箇所

想定される
土塊のすべり面

法面対策
（グラウンドアンカー）

Ｐ１橋脚
（中断中）

鉄筋挿入
（施工済み）

完成イメージ（逆ローゼ橋）

至

福
井
市

法面ひび割れ法面ひび割れ

Ａ１橋台（完成）

Ｐ１橋脚（中断中）

Ａ１橋台

発生箇所発生箇所

■学識経験者の見解

➢ 法面の変状はとりあえず収まっているが、降雨後の状況
を注視する必要がある

➢ 対策工法は、グラウンドアンカー工が基本となる

押さえ盛土
（施工済み）



令和5年５月末 冠山峠道路
かんむりやまとうげ

位置図

事業中

凡　例

つかおくやま

Ａ 塚奥山地区（シタ谷）

たしろ

Ｂ 田代地区

至
大
垣
市

Ａ

至

鯖
江
市

Ｂ

橋梁工事を行っています。

冠山峠道路

岐阜県 福井県

冠山峠道路 L=7.8km

事業中

凡　例

池田町

揖斐川町

（仮称）冠山峠2号トンネルL=4,8km
（仮称）冠山峠1号トンネル

L=1,2km 至

鯖
江
市

至大垣市

Ａ Ｂ

令和5年内開通予定

南側で改良工事を行っています。１ 北側でトンネル・橋梁工事を行っています。２

1 2

6R5.5末現在 R5.5末現在R5.5末現在

R5.5末現在

R5.5末現在



【主な工事課題】冠山峠道路 （塚奥山地区（シタ谷））

○ 令和４年１２月の積雪により盛土工事に遅れが生じていたが、冬期（１月～３月）に盛土工事を施工することで、３月
末時点で遅れは概ね解消。

○ 一方、県境山間部という地理的環境や山間部の盛土工事のため工事進入路が限定されるという工事課題がある
ため、工事進捗状況を引き続きモニタリングしていく。

つかお く や ま

7

■位置図

岐阜県 福井県

冠山峠道路 L=7.8km

池田町

シタ谷地区

（仮称）冠山峠2号トンネルL=4,8km（仮称）冠山峠1号トンネル
L=1,2km

至

鯖
江
市

至大垣市

■盛土工事の課題

＜進入路が限定される盛土工事の現場状況＞

至 鯖江市

至 大垣市 R5.5末現在

＜盛土材料を運ぶトラックの状況＞

令和5年5月末現在

完成

■盛土の進捗状況（令和５年５月末現在）



Ⅱ．事業費等監理
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No. 主な変更理由 増額
➀ 資機材費・労務費の増 約３２３億
② トンネル施工中の変状・変位への対応による増 約２３億
➂ 橋梁基礎掘削の変更による増 約４４億

合 計 約３９０億

事業費の見直し

■全体事業費の見直し（九頭竜～油坂区間）
○事業費が令和元年の再評価時の全体事業費と比較して、
約３９０億円増額（約３５％増）
〔全体事業費 約１，１１９億円⇒約１，５０９億円〕

■事業費増加の要因
○物価上昇の影響による資機材費及び労務費の価格上昇（➀）
○現地状況の変化による、工法の変更（②、③）

一般国道158号大野油坂道路

9



1.36

1.18

1.63

1.47

1.21

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年6月

主要建設資材単価伸び率
（令和元年11月基準）（福井県単価）

生コンクリート(21-18-25) アスファルト密粒度ｱｽｺﾝ13(再生材)

鋼材（異形棒鋼D16）SD295 鋼材（H形鋼）

石油（軽油）

事業費の見直し

令和元年の再評価後の資機材・労務費単価の上昇により増額

①物価上昇による資機材及び労務費の増（＋３２３億円）

一般国道158号大野油坂道路

■建設資材単価の伸び率 ■労務単価の伸び率

○ 工種毎に、実績工事より資機材・労務費の上昇率を算出し、

各年度の事業必要額を考慮した上で、完工年度であるＲ８までの上昇率を推計

○ 前回再評価時（R1）で想定した工種毎の資機材費・労務費に上昇率を乗じ、資機材費

増及び労務費増を算出

■計算方法 ■増額の内訳

（異形棒鋼）

（H形鋼）

（生ｺﾝｸﾘｰﾄ）

（軽油）

（密粒度ｱｽｺﾝ）

※各年度は11月単価を採用

1.18
1.17

1.27

1.18
1.19

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

労務単価伸び率
（令和元年4月基準）（福井県単価）

普通作業員 鉄筋工
トンネル作業員 橋梁特殊工
交通誘導員B

（トンネル作業員）

（交通誘導員B）

（鉄筋工）
（普通作業員）
（橋梁特殊工）

※４週８休による割増計数を反映

（ ）内は、Ｒ１年比の上昇率加重平均

前回 （大野～九頭竜） 今回 （九頭竜～油坂）

Ｒ２～Ｒ４ （１．１９） Ｒ２～Ｒ４（１．１９） Ｒ５～Ｒ８（１．５２）

＋１３０億円
＋１３４億円 ＋１８９億円

計 ＋３２３億円
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支保工（ストラット）を追加

トンネル床面覆工

②トンネル施工中の変状・変位への対応（＋２３億円）

掘削が完了している箇所で、早期にひび割れや部材のゆがみ等の変状が見られた箇所については、
追加補助工法（①トンネル床面覆工用支保工（インバートストラット）、②増しロックボルト）を実施。
さらに長期的に計測管理をしていく中で、変状に加えて大きな変位（トンネル断面縮小）が生じ、設計
断面積を確保できない状態になった箇所については、更なる対策として、上記の①、②を撤去し、トン
ネル内壁面の再掘削（③）を行った。

■トンネル位置図

【③再掘削】

設計断面
（掘削断面）

変位した断面

再掘削

■トンネル変状・変位とその対策

早期に変状がおきる場合は、トンネル床
面覆工（イ ンバート）用支保工（ストラット）
の設置を行い、トンネルの変形や沈下を
抑制

【②増しロックボルト】

増しロックボルト

側壁部を支えるロックボルトの変状と押
出しが顕著にみられた時にその後の変
位を抑制するため、ロックボルトを追加

九頭竜IC

油坂出入口
（仮称）

川合TN
延長2,550m

新長野TN
延長2,243m

大谷TN
延長2,853m

下半原TN
延長227m

東市布TN
延長1,163m

事業費の見直し 一般国道158号大野油坂道路

大野油坂道路（和泉・油坂区間）

上半原TN
延長1,146m
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【①トンネル床面覆工用支保工】

ロックボルト頭頂部
プレートの変位クラック

（インバート）

ロックボルト

トンネル断面が大きく変位
（断面縮小）した場合には、
壁面を再掘削



➂橋梁基礎掘削の変更（＋４４億円）

当初、橋脚基礎の土質区分は軟岩Ⅰ・Ⅱを想定していたが、実際に掘削を行ったところ、より硬い土質
区分（硬岩や中硬岩）が確認され、掘削方法の見直し（機械掘削→発破掘削）が必要となった。

硬岩・中硬岩は発破による掘削を実施

■新子馬巣谷橋

事業費の見直し 一般国道158号大野油坂道路

当初
（機械掘削）

変更
（発破掘削）

■橋梁位置図

12＜ダイナマイトによる発破前の状況＞

当初

P2橋脚

硬岩、中硬岩が
出現

変更

＜バックホウ（機械）による掘削の状況＞

装薬孔



コスト縮減

トンネル掘削土の活用による舗装構成の見直しや立入防止柵の仕様簡素化（対人→動物
侵入対策型）等を行うことで、コスト縮減が可能。
国と県で連携して地元等との調整の上、可能なコスト縮減に取り組んでいく。
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トンネル掘削土を路体盛土材に活用

立入防止柵（対人）

立入防止柵（動物侵入対策型）

＜事例①トンネル掘削土の活用による舗装構成の見直し＞ ＜事例②立入防止柵の仕様変更＞
（対人→動物侵入対策型）

路体盛土材に活用するトンネル掘
削土の路床支持力が想定より良好
（ＣＢＲ値＞２０）のため、舗装厚を
４９ｃｍから３９ｃｍへ縮小



コスト縮減実施項目
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⚫ 橋梁名称標識板とりやめ
⚫ トンネル掘削土を活用し、盛土区間の舗装構成を見直し（事例①）
⚫ 法面保護工（植生マット）とりやめ
⚫ 立入防止柵の仕様変更※１ （事例②）
⚫ トンネル舗装の仕様見直し
⚫ トンネル内ラジオ再放送設備とりやめ※２

⚫ 案内表示板とりやめ※３

⚫ 定置式薬液散布の設置とりやめ
⚫ 直線部の視線誘導標（デリネータ）とりやめ
⚫ トンネル部の対向車ヘッドライト眩感対策とりやめ

※１ 人の出入りが想定されない箇所を動物用の柵に変更
※２ 大谷TN、川合TN、新長野TN、東市布TN、下半原TN
※３ 例：油坂出口案内（2km手前とりやめ）


